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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 6 月 1 7 日 ( 2 0 2 5 . 6 . 1 7 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 4 - 1 7 6 9 9 0 ( P 2 0 2 4 - 1 7 6 9 9 0 A )
【 公 開 日 】 令 和 6 年 1 2 月 1 9 日 ( 2 0 2 4 . 1 2 . 1 9 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 4 - 2 3 8
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 1 0 2 8 3 5 ( P 2 0 2 3 - 1 0 2 8 3 5 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 3 2 0 5 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ １ ０ Ｄ 6 4 / 6 0 ( 2 0 2 5 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 8 8 　 　 　 Ｍ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 2 8 ３ ０ １ Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 2 月 1 7 日 ( 2 0 2 4 . 1 2 . 1 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
半 導 体 集 積 回 路 の 電 子 回 路 の 材 料 と し て 、 従 来 主 に 使 用 さ れ て い た 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど  
の 金 属 で は な く 、 炭 素 同 素 体 な ど の 「 炭 素 系 良 導 体 の ナ ノ パ ウ ダ ー 」 を 使 用 す る 方 法 。
従 来 の 半 導 体 集 積 回 路 の 電 子 回 路 は 、 銅 の よ う な 金 属 を 、 糸 の よ う に 細 く 伸 ば し た 線 材 （  
銅 線 な ど ） を 、 回 路 板 に 差 し 込 ん で 固 定 す る 、 又 は ア ル ミ ニ ウ ム の よ う な 金 属 を 、 溶 液 状  
に 加 工 し た 液 材 を 、 回 路 板 に 印 刷 す る 、 な ど の 方 法 で 製 作 し て い た 。
こ れ に 対 し 、 導 電 性 の 高 い 金 属 で あ る 銅 よ り も 導 電 性 の 高 い 炭 素 同 素 体 な ど の 炭 素 系 良 導  
体 を ナ ノ レ ベ ル ま で 微 細 化 加 工 し た ナ ノ パ ウ ダ ー を 回 路 板 に 固 定 し て 電 子 回 路 を 製 作 す る  
方 法 。
（ 炭 素 系 良 導 体 と は 、 炭 素 を 多 く 含 む 有 機 物 の 良 導 体 と い う 考 え 方 か ら 、 石 炭 も 含 ま れ る  
。 ）
（ ナ ノ パ ウ ダ ー を 回 路 板 に 固 定 す る 方 法 は 、 接 着 剤 、 静 電 気 、 レ ー ザ ー 焼 き 付 け な ど 複 数  
あ る が 、 製 造 方 法 は 、 限 定 さ れ な い 。 ）
【 請 求 項 ２ 】
炭 素 系 良 導 体 （ 有 機 物 系 ） で は な い が 、 形 質 が 似 て い る 火 山 灰 を 、 半 導 体 集 積 回 路 の 電 子  
回 路 の 材 料 と し て 使 用 す る 方 法 。
火 山 灰 を 、 ナ ノ レ ベ ル ま で 微 細 化 加 工 し た ナ ノ パ ウ ダ ー を 回 路 板 に 固 定 し て 電 子 回 路 を 製  
作 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 方 法 に 、 赤 外 線 を 遮 断 す る 光 学 フ ィ ル ム 、 又 は 当 該 フ ィ ル  
ム と 同 等 の 化 学 組 成 の 材 料 を 微 細 な 粉 末 状 に 加 工 し た ナ ノ パ ウ ダ ー を 、 適 性 比 率 で 配 合 し  
た 材 料 （ 混 合 ナ ノ パ ウ ダ ー ） を 、 半 導 体 集 積 回 路 の 電 子 回 路 の 材 料 と し て 使 用 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 を 使 用 し た 部 品 、 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 部 品 、 装 置 を 使 用 し た 役 務 、 事 業 。
【 手 続 補 正 ２ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 半 導 体 集 積 回 路 の 製 造 方 法 は 、 電 気 の 通 り 道 で あ る 電 子 回 路 の 材 料 に 銅 な ど の 金  
属 を 使 い 、 糸 の よ う に 細 く 伸 ば し 製 造 し て い た た め 、 線 材 を 細 く 加 工 す る に は 限 界 が あ っ  
た 。
　 細 く し す ぎ る と 切 れ て し ま う 、 又 銅 の 導 電 性 で は 、 少 し で も 間 が 開 く と 電 気 が 通 ら な い  
、 と い う 課 題 が あ っ た 。
　 こ の 課 題 に 対 し 、 炭 素 同 素 体 な ど の 炭 素 系 良 導 体 を 使 用 し 、 微 細 粉 末 加 工 に よ っ て ナ ノ  
パ ウ ダ ー を 作 る 。
　 こ の 材 料 を 、 回 路 板 に 固 定 し て 電 子 回 路 を 製 造 す る 。
　 ナ ノ パ ウ ダ ー な の で 、 従 来 の 方 法 で は 難 し い と さ れ た 寸 法 の 回 路 が 可 能 と な り 、 炭 素 同  
素 体 は 、 銅 と 比 較 し て は る か に 導 電 性 が 高 い た め 、 パ ウ ダ ー 間 に 微 小 な 間 隔 が あ っ て も 、  
電 気 は 通 る こ と が で き る 。 （ 電 子 が 間 隔 を 飛 び 超 え る 。 ）
　 又 、 炭 素 系 良 導 体 と 形 質 が 似 て い る 火 山 灰 を ナ ノ パ ウ ダ ー に 加 工 し て 使 用 す る と 、 よ り  
低 コ ス ト で 製 造 で き る 。
　 さ ら に 、 こ れ ら の ナ ノ パ ウ ダ ー に 光 学 フ ィ ル ム の 技 術 を 応 用 し て 赤 外 線 遮 断 素 材 を ナ ノ  
パ ウ ダ ー 化 し 、 適 正 比 率 で 配 合 す る と 、 ジ ュ ー ル 熱 に 対 す る 冷 却 効 果 が 得 ら れ る 。
　 こ の よ う な 方 法 で 課 題 を 解 決 す る 。
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